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７
月
24
日
北
竜
町
に
お
い
て
空

知
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
空
知
14

町
よ
り
約
１
４
０
人
ほ
ど
参
加
の

も
と
、
講
師
に
北
海
道
大
学
公
共

政
策
大
学
院
特
任
教
授
の
小
磯
修

二
氏
よ
り｢

地
方
が
輝
く
た
め
の

創
造
と
革
新
に
向
け
た
地
方
戦
略

｣

と
題
し
て
講
演
を
受
け
た
。

○
座
標
軸
の
中
心
を
地
方
に
置
く

　

見
慣
れ
た
日
本
地
図
も
北
海
道

を
中
心
に
視
点
を
変
え
る
と
世
界

の
経
済
発
展
は
ほ
と
ん
ど
が
北
半

球
で
あ
る
こ
と
が
解
か
る
。
日
本

は
北
に
位
置
し
て
い
て
好
条
件
で

あ
り
、
座
標
軸
を
北
海
道
に
置
く

こ
と
で
さ
ら
に
優
位
性
が
出
て
く

る
。

○
地
方
か
ら
の
主
張

　

日
本
は
い
つ
の
ま
に
か
東
京
発

の
情
報
で
思
考
さ
れ
、
ハ
ン
デ
ィ

　

視
点
、
分
析
力
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
有
用
性
を
強
く
感
じ
た
講

演
だ
っ
た
。　
　
　
　
　

（
小
坂
）

　

協
議
会
に
加
盟
す
る
一
市
四
町

の
議
員
が
一
同
に
介
し
、
秩
父
別

町
で
開
催
さ
れ
た
。

　

午
前
中
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

に
よ
り
議
員
の
親
睦
交
流
が
図
ら

れ
、
午
後
か
ら
は
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

演
題
は
「
今
後
の
農
業
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
拓
殖
大
学
北
海
道

短
期
大
学
教
授　

岡
崎
正
昭
氏
の

講
演
を
拝
聴
し
た
。

　

先
生
は
現
況
で
の
日
本
、
世
界

の
農
業
を
多
面
的
に
比
較
、
分
析

さ
れ
、
そ
の
結
果
「
現
在
の
日
本

農
業
に
は
重
い
問
題
も
多
い
が
全

く
卑
下
す
る
こ
と
は
な
く
、
戦
略

的
経
営
、
的
確
な
政
策
を
打
っ
て

ゆ
け
ば
、
日
本
農
業
は
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
下
で
確
固
た
る
位
置
を
占

め
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
力
説
さ

れ
た
。

だより
Ｎｏ．２７９　
議会広報委員会

北
空
知
議
会

議
長
連
絡
協
議
会

研
修
会
・
親
睦
交
流
会

議 会

空
知
町
村
議
会
議
長
会

議
員
研
修
会

で
消
費
が
効
率
的
に
地
域
経
済
に

結
び
つ
き
、
多
く
の
産
業
、
雇
用

を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

○
人
口
減
少
下
で
地
方
が
輝
け
る

か
　

北
海
道
は
既
に
人
口
減
少
を
経

験
し
て
15
年
、
人
口
減
少
に
対
応

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

に
市
町
村
行
政
を
超
え
た
広
域
連

携
行
政
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
ど
こ
ま

で
落
と
せ
る
か
、
自
治
体
と
住
民

の
真
剣
な
会
話
が
必
要
と
締
め
く

く
ら
れ
た
。　
　

    　

（
小
松
）

の
あ
る
地
方
の
主
張
と
戦
略
は
東

京
発
の
発
想
と
政
策
で
は
限
界
が

あ
る
。
地
域
の
立
場
で
思
考
し
、

洞
察
す
る
力
を
つ
け
る
べ
き
。

○
地
域
内
連
関
力
の
強
化
に
よ
る

経
済
力
の
向
上

　

総
合
的
な
需
要
創
出
戦
略
が
必

要
で
道
外
に
漏
れ
て
い
る
消
費
の

道
内
へ
の
還
元
、
消
費
を
受
け
止

め
る
生
産
競
争
力
の
強
化
、
そ
れ

に
伴
う
道
内
投
資
の
増
加
、
地
域

内
循
環
を
高
め
、
持
続
可
能
な
経

済
発
展
を
。

○
日
本
の
一
極
集
中
構
造

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経

過
し
、
非
常
時
を
想
定
し
た
国
や

地
域
の
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。
北
海
道
は
日

本
海
と
太
平
洋
に
面
す
る
地
勢
条

件
、
札
幌
圏
の
高
度
な
中
枢
都
市

機
能
、
食
料
、
水
の
供
給
力
、
リ

ス
ク
分
散
に
適
し
た
空
港
、
港
湾

が
整
備
さ
れ
、
政
府
機
能
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
、
民
間
企
業
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
最
適
地
で
あ
る
。

○
観
光
は
北
海
道
活
性
化
の
切
り

札
と
な
る
の
か

　

観
光
は
幅
広
い
複
合
産
業
で
あ

り
、
多
様
な
形
で
経
済
波
及
効
果

を
受
け
て
い
る
。
地
域
内
調
達
、

地
域
内
循
環
を
高
め
て
い
く
こ
と
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り
圧
巻
で
感
動
し
た
…
」
と
か
、

ひ
ま
わ
り
の
里
を
見
て
帰
り
ぎ
わ

に
寄
付
を
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
、

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
、
特
に
中
学

生
の
「
世
界
の
ひ
ま
わ
り
」
は
、

例
年
に
な
く
見
事
で
、
頑
張
っ
た

生
徒
達
を
称
え
た
い
。

ま
た
、
観
光
マ
ナ
ー

が
良
く
、
ゴ
ミ
も
少

な
か
っ
た
。
ひ
ま
わ

り
は
私
達
に
活
力
と

勇
気
と
希
望
を
生
む

幸
せ
の
花
だ
。
ま
さ
に
「
日
本
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
町
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
脚
光
を
浴

び
る
日
を
夢
見
る
夏
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
光
）

 

燃
え
る
よ
う
な
ひ
ま
わ
り
の
シ

ー
ズ
ン
も
終
わ
り
、
そ
よ
風
が
黄

金
の
稲
穂
を
波
打
ち
今
年
も
豊
穣

の
秋
を
迎
え
た
。

　

今
夏
を
振
り
返
る
と
、
公
民
館

前
広
場
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始

ま
り
、
ひ
ま
わ
り
の

里
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
な
が
ら
、
日

一
日
と
変
わ
る
ひ
ま

わ
り
の
生
涯
を
か
い

ま
眺
め
る
、
緑(

幼
少

期)

・
黄(

青
年
期)

・
黒(

老
年
期

)

と
開
花
の
変
貌
ぶ
り
を
見
る
の

が
と
て
も
楽
し
く
、
爽
快
で
あ
っ

た
。
今
年
の
満
開
は
約
一
週
間
足

ら
ず
だ
が
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え

で
、
観
光
客
が
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
よ

議
員
コ
ラ
ム

 

定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
　

第
３
回
定
例
会
は

　
　

９
月
10
日
～
16
日
の
予
定
で
す
。


